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岩手県立宮古病院

電気設備等保守点検業務仕様書
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電気設備等保守点検業務仕様書

第１章 総則

(趣旨)

第１条 この仕様書は、岩手県立宮古病院（以下「病院」という。）の電気設備

等保守点検業務（以下「保守業務」という。）に関し、必要な事項を定めるも

のとする。

（適用範囲）

第２条 この仕様書は、病院が管理する電気設備等について適用する。ただし、

別に保守業務に関する委託契約等を締結している事項については、その定めに

よるものとする。

（遵守義務）

第３条 受託者は、電気事業法、建築基準法、消防法、及びその他の関係法令並

びに契約内容を遵守し、誠実、かつ、適正に保守業務を遂行しなければならな

い。

第２章 保守業務

（実施工程表）

第４条 受託者は、あらかじめ、保守業務の区分ごとに実施工程表を作成して、

病院長に提出しなければならない。

２．当初の実施工程表に変更が生じ、その内容が重要と判断された場合には、そ

の都度、変更実施工程表を病院長に提出しなければならない。

３．実施工程表について、病院長が特に指示した場合には、さらに、細部の実施

工程表を提出しなければならない。

（実施計画書）

第５条 病院長が必要と認める場合には、あらかじめ、保守業務に必要な実施計

画書を病院長に提出しなければならない。この場合には、次の事項について記

載するものとする。

（１）保守業務の概要

（２）現場組織表及び安全管理組織表

（３）仮設備計画書

（４）緊急時の連絡体制

（５）その他必要な事項

（保守業務の種類）
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第６条 受託者が行う保守業務の種類は、次の表の左欄に掲げる区分に応じ、同

表の右欄に掲げる電気設備等の保守業務とする。

（巡視、点検の種別）

第７条 電気設備等の巡視、点検の種別は、周期点検、随時点検及び臨時点検と

し､電気設備及び防災設備の区分に応じて、それぞれ次の各号に掲げるとおりと

する｡

（１）電気設備の周期点検は、無停電で行う６ヶ月周期の点検と、全停電（商用

電源、自家用電源を停止）で行う12ヶ月周期の点検とする。

（２）防災設備の周期点検は、６ヶ月周期で行う外観、機能の点検と、12ヶ月周

期で行う総合点検とする。

（３）随時点検は、電気設備及び防災設備の機能保持のため、病院が必要と判断

した場合に行う点検とする。ただし、受託者が自主的に行う場合は、この限

りではない。

（４）臨時点検は、電気設備及び防災設備の故障等緊急時に行う点検とする。

（周期点検の時期等）

第８条 電気設備等の周期点検は、令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

の間において、病院が指定する次の期間内に実施することを原則とするが業務

の都合により変更することがある。

（１）６ヶ月周期の点検は、３月上旬から下旬までの１ヶ月のうち、あらかじめ

病院が指定した日時とする。

区 分 電気設備等の保守業務の種類 備 考

電気設備 １．自家用発電設備

防災設備

１．自動火災報知設備

２．非常放送設備

３．誘導灯・誘導標識設備

４．ガス漏れ警報設備

５．防排煙設備

６．非常通報設備

７．非常警報設備
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（２）12ヶ月周期の点検は、９月中旬から10月上旬までの１ヶ月間のうち、医療

業務に比較的支障の少ない土曜日、または日曜日、もしくは平日の午後９時

以降で、あらかじめ病院が指定した日時とする。

（巡視、点検の方法）

第９条 電気設備の巡視、点検は、自家用電気工作物保安規程第15条第１項、第

２項及び消防法第17条の規定に基づき、電気専門技術者、消防設備士免許取得

者を派遣して、病院の担当者及び電気主任技術者の指示により、次の各号に記

載した要領で実施するものとする。

（１）電気設備の周期点検（６ヶ月、12ヶ月）は、別紙の「電気設備保守点検表」

により行うものとし、点検結果は、判定欄の良には○印、否には×印を記入

すること。ただし、否と判定した場合には、設備欄等に原因及び措置状況を

簡潔に記入すること。

（２）防災設備の周期点検（６ヶ月、12ヶ月）は、別紙の「防災設備保守点検表」

により行うものとし、点検結果は、判定欄等に正常の場合は○印、不良の場

合は×印を記入すること。ただし、否と判定した場合には、備考欄等に原因

及び措置状況を簡潔に記入すること。

（３）12ヶ月周期の点検時に行う機器等の判定、整定及び試験の結果は、指定さ

れた様式により取りまとめること。

（４）随時点検は、原則として周期点検に準じて行うこと。

（５）臨時点検は、病院から要請を受けた都度、必要人員等を確保して、速やか

に対処すること。

（作業の中止）

第10条 周期点検の作業中において、緊急に復電を要する事態が発生した場合に

は、電気主任技術者の指示により、ただちに作業を中止して、復電の措置を講

ずるものとする。

（費用の負担）

第11条 次の各号に掲げる費用は、受託者の負担とする。

（１）電気設備等の保守業務に要する人件費、物件費等は、病院が別途考慮する

場合を除き、受託者の負担とする。

（２）保守業務に伴って、あきらかに受託者の責任に起因して発生した機器等の

故障、または、破損については、その取替等に要する費用は、受託者の負担

とする。

２．前項各号以外事項については、契約当事者双方が、別途協議して解決に努め

るものとする。

（報告書の提出）

第12条 受託者が行う保守業務については、委託者の立ち会いのもとに実施し、
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保守業務が完了後、速やかに、巡視、点検の結果及び記録等必要な事項を記載

した報告書を病院長に提出し、確認を受けなければならない。

第13条 受託者は、契約締結後、ただちに、現場代理人届を病院長に提出し、承

認を受けなければならない。

だだし、その際には、氏名、年齢、住所、最終学歴及び資格並びに業務歴等

を記載した経歴書を添付しなければならない。

第３章 安全作業

（心構え等）

第14条 受託者は、保守業務に先立ち、作業指揮者、または、作業責任者を指定

し、次の各号に掲げる事項の趣旨をはかり、作業の安全に心がけなければなら

ない。

（１）保守業務を行うにあたっては、作業員に対し、安全標識に表示されている

事項を守らせること。

（２）保守業務を行うにあたっては、作業員は必ず作業指揮者の指示に従い、相

互の協力に努めること。

（３）安全を確保するため、作業指揮者及び作業者は、不完全な状態の発見に努

めるとともに危険個所の予知と全員による確認の徹底をはかること。

（４）作業を行うにあたっては、保安帽及びその作業に適した作業服を着用する

とともに、腕章若しくは名札を着けて作業従事者であることを明らかにする

こと。

（準備）

第15条 作業指揮者は、作業前に作業者全員とミーティングを行い、作業の内容、

方法、手順、時間、範囲、及び作業者の配置、作業分担並びに安全用具の装着

などについて適切な指示をあたえるとともに、次の事項に留意すること。

（１）作業指揮者は、作業の安全を確保するため、適時適切な指示を与えること。

（２）作業の着手に際しては、作業区分と立入禁止区域をロープ、標示旗、標示

棒などで区画し、作業範囲を明示すること。

（３）高所へ登る前には、周囲の状況を十分に把握し、安全を確認するとともに

安全帯を使用するなど墜落防止措置を講じること。

（停電作業前の検電）

第16条 停電作業を行う際は、作業指導者は必ず作業着手前に検電器具を使用し

て検電し、設備の状態の調査と危険性の有無を確認するとともに次の各号に掲

げる事項に留意すること。

（１）高圧受変電設備及び高圧引込設備の作業を行う際は、遮断器及び開閉器を
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開放（引き出しタイプの遮断器については開放した後に引き出す。）し、作

業を行う電路を検電器具を使用して検電し、充電していないことを確認する

こと。

（２）作業を途中で中断し、再度実施するときは、その都度作業を行う電路を検

電器具を使用して検電し、充電していないことを確認すること。

（３）検電器具は、その検電性能の維持に努め、使用前には必ず厳重な点検をす

ること。

（停電作業中の接地手順）

第17条 停電作業中の接地については、次の各号に掲げる事項を厳守すること。

（１）高圧受変電設備及び、高圧引込設備の電路を開路して作業を行う際は、他

線よりの誘導又は、交差、近接点の接触による思いがけない事故などによっ

て、充電される危険があるので、簡単な作業でも必ず作業箇所に接地用具を

使用して接地を取付け、作業の安全をはかること。

（２）接地は、関係開閉器の開路を確認したのち、検電器具などで充電されてい

ないことを確かめてから行うこと。

（３）短絡接地器具を取り付ける位置は、なるべく電路を開路した位置に近い見

易い位置とすること。

（４）短絡接地器具を取り付けるには、先ず接地側金具を接地線に接続し、次に

電線側金具を電路の各相に確実に接続させること。

（５）接地をはずすには、まず電線側金具をはずし、次に接地金具と接地線との

接続をはずすこと。

（作業及び後始末）

第18条 作業及び後始末は次の各号に掲げる事項に留意しながら進めること。

（１）作業者は、作業指揮者から指示された以外の作業及び指示された手順によ

らない作業は厳に行わないこと。

（２）高圧電路を開路しようとする場合は、先ず、検電器具を充電部に近づけて、

その性能を確かめたうえで電路を開路し、必ず検電器具による検電を行い、

充電していないことを確認すること。

（３）高圧電路を開路したときは、短絡接地器具により必ず残留電荷を放電させ

ること。

（４）高圧電路を開路したときは、短絡接地器具を取付けて短絡接地すること。

（５）作業が終了し、通電する場合には、作業者が全員感電の危険のある位置を

離れたこと及び短路接地器具を取りはずしたことを確認すること。

（６）作業が終了したときは、作業に手落ちがないこと、残材料、工具などの置

き忘れがないことを確かめ、後始末を完全にすること。

（７）作業が終了したときは、保護具、工具などの数量を確認すること。
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電気設備保守点検表

点検周期 12ヶ月

区
分

点

検

の

対

象
チ ェ ッ ク 項 目

判 定
備 考

良 否

自

家

用

発

電

設

備

地

下

・

発

電

機

室

１．室内環境

１）排気や入気の換気はよいか

２）塵埃、よごれはないか

３）壁等にひび割れ、はく離はないか

４）雨、雪などの吹き込み、侵入するおそれ

はないか

５）室内の温度、湿度はよいか

６）室内の整理、整頓はよいか

２．備品等の確認

１）消火器の数量、配置個所はよいか

２）標識等は見易い箇所に貼付けてある

３）照明設備はよいか、不点はないか

４）予備品等は、整備、保管してあるか






























































